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説論

は

じ

め

に

民
訴
法
二

O
一
条
一
項
の
規
定
す
る
確
定
判
決
の
効
力
の
、
事
実
審
口
頭
弁
論
終
結
時
(
基
準
時
)
以
後
の
承
継
人
に
対
す
る
拡
張
の
問

(
1〉

題
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
物
論
と
の
関
連
も
あ
っ
て
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
十
分
に
整
理
検
討
す
る
だ
け
の

余
裕
が
な
い
の
で
、
事
例
を
限
り
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
け
る
判
決
の
効
力
の
、
基
準
時
後
の
建
物
譲
受
人
・
賃
借
入
、
敷

地
譲
受
人
へ
の
拡
張
の
可
否
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
が
な
さ
れ
る
際
の
原
告
・
被
告

〈

Z
)

の
実
体
法
上
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
理
論
上
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
l
ス
が
芳
え
ら
れ
る
が
、
判
例
集
な
ど
で
見
る
限
り
、
ま
ず
敷
地
に
つ
い
て

賃
貸
借
契
約
が
な
さ
れ
、
賃
借
入
が
敷
地
上
に
建
物
を
建
て
て
い
た
が
、
後
に
賃
料
不
払
い
な
ど
に
よ
っ
て
敷
地
所
有
者
で
あ
る
賃
貸
人
が

賃
貸
借
契
約
を
解
除
し
、
賃
借
入
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
も
主

と
こ
ろ
で
、

に
そ
の
よ
う
な
ケ
l
ス
に
つ
い
て
芳
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
叙
述
の
順
序
は
、
最
初
に
建
物
収
去
土
地
明
波
請
求
認
容
判
決
を
中
心
に
し

て
、
基
準
時
後
の
建
物
譲
受
人
、
建
物
賃
借
入
に
対
す
る
判
決
の
既
判
力
の
拡
張
、
執
行
力
の
拡
張
を
芳
江
)
(
そ
の
際
に
、
和
解
等
判
決
以

つ
ぎ
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
棄
却
判
決
を
中
心
に
し
て
、
基
準
時
後
の
敷

外
の
債
務
名
義
の
執
行
力
の
拡
張
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
)
、

地
譲
受
人
に
対
す
る
判
決
の
効
力
の
拡
張
を
芳
え
る
。
ま
た
、
基
準
時
後
の
建
物
所
有
権
の
移
転
が
建
物
抵
当
権
の
実
行
に
よ
る
も
の
で
あ

(
4〉

る
場
合
に
つ
い
て
は
別
個
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
別
に
ニ
で
述
べ
る
。

〈

1
〉
上
回
「
原
始
取
得
と
既
判
力
の
主
観
的
範
囲
の
理
論
」
法
と
政
治
一

O
巻
三
号
五
三
五
頁
、
山
木
戸
「
訴
訟
物
の
承
継
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
O
号
四
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判決効の承継人に対する拡張

四
頁
、
小
山
「
口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
に
つ
い
て
」
北
大
法
学
会
論
集
一

O
巻
二
八
頁
、
吉
村
「
既
判
力
拡
張
に
お
け
る
依
存
関
係
伺
」
法
政
研

究
二
七
巻
一
号
三
七
頁
、
同
「
既
判
力
拡
張
と
執
行
力
拡
張
」
法
政
研
究
二
七
巻
二
・
三
・
四
号
二
一
五
頁
、
三
ヶ
月
「
特
定
物
引
渡
訴
訟
に
お
け
る

占
有
承
継
人
の
地
位
」
民
訴
法
研
究
一
巻
二
八
五
頁
、
中
田
「
既
判
力
ハ
執
行
力
〉
の
主
観
的
範
囲
」
民
訴
法
演
習

I
二
O
O頁
、
中
務
H
川
村
「
口

頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
と
判
決
の
効
力
」
実
務
民
訴
講
座
二
巻
五
一
頁
、
新
堂
「
訴
訟
当
事
者
か
ら
登
記
を
得
た
者
の
地
位

ωω
」
判
例
評
論
一
五

二
号
ニ
頁
、
一
五
三
号
二
頁
な
ど
。

(

2

)

た
と
え
ば
、
敷
地
に
つ
い
て
当
初
か
ら
全
く
無
権
原
の
者
が
建
物
を
建
て
た
場
合
、
敷
地
転
借
入
が
敷
地
上
に
建
物
を
建
て
て
い
た
が
後
に
転
貸
借

契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
、
敷
地
と
建
物
の
所
有
者
が
、
建
物
を
収
去
す
る
約
束
で
敷
地
を
売
却
し
、
あ
る
い
は
建
物
を
収
去
し
た
上
で
敷
地
を
引
渡

す
と
い
う
条
件
つ
き
の
賃
貸
借
契
約
を
し
た
が
建
物
を
収
去
し
な
い
場
合
、
敷
地
の
買
主
が
建
物
を
建
て
た
が
、
売
買
契
約
に
無
効
事
由
が
あ
る
か
、

取
消
事
由
が
あ
っ
て
売
買
契
約
が
取
消
さ
れ
た
場
合
な
ど
。

ハ
3
》
従
来
は
、
給
付
判
決
の
既
判
カ
の
拡
張
と
執
行
カ
の
拡
張
は
一
括
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
既
判
カ
の
拡
張
と
執
行
力

の
拡
張
が
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
給
付
判
決
に
お
い
て
は
執
行
力
こ
そ
大
き
な
意
義
を
も
ち
、
既
判
力
は
む
し
ろ

背
景
に
退
く
こ
と
、
既
判
カ
の
拡
張
の
規
定
と
い
わ
れ
る
民
訴
法
二

O
-
条
は
、
実
践
的
動
機
と
し
て
は
、
む
し
ろ
執
行
力
の
拡
張
の
要
請
に
答
え
て

規
定
さ
れ
た
こ
と
(
三
ヶ
月
・
前
掲
三
一
四
頁
)
、
判
例
で
も
多
く
は
執
行
力
の
拡
張
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
判
力
の
拡
張
を
独
立
に

論
じ
る
意
義
が
少
な
い
こ
と
、
に
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
異
な
る
局
面
の
問
題
で
あ
り
、
異
な
る
考
慮
も
必
要
で
あ
る
場
合
が
あ
る

か
ら
(
新
堂
・
前
掲
判
例
評
論
一
五
三
号
七
頁
参
照
〉
、
こ
こ
で
は
別
個
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。

(

4

)

以
下
で
は
便
宜
上
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
の
原
告
を
X
、
被
告
を
Y
、
建
物
譲
受
人
を
Z
、
建
物
質
借
入
を
M
、
敷
地
譲
受
人
を

w、
建

物
抵
当
権
者
を
日
、
建
物
競
落
人
を
E
と
略
称
す
る
。
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説論

建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
の
判
決
効
の
拡
張

建
物
譲
受
人
・
賃
借
入
に
対
す
る
判
決
効
の
拡
張

(1) 

既
判
力
の
拡
張

敷
地
所
有
者
で
あ
る
賃
貸
人

X
が
賃
借
入
Y
に
対
し
て
敷
地
所
有
権
に
も
と
づ
い
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
訴
求
し
、
そ
れ
が
認
容
さ
れ

た
と
き
に
は
、
学
説
は
基
準
時
後
の
建
物
譲
受
人
Z
、
建
物
賃
借
入
M
を
Y
の
民
訴
法
こ

O
一
条
一
項
の
承
継
人
と
認
め
、
右
判
決
の
既
判

力
の

Z

・
M
へ
の
払
慌
を
肯
定
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

z
-
M
が
収
去
義
務
の
負
担
者
と
し
て
の
地
位
、
あ
る
い
は
訴
訟
物
に
つ
い

て
の
当
事
者
適
格
を
Y
か
ら
伝
来
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
勺
右
の
場
合
に
、

X
の
請
求
が
も
っ
ぱ
ら
賃
貸
借
契
約
の
終
了

を
理
由
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
認
容
さ
れ
た
場
合
に
も
、

Z
-
M
に
対
す
る
判
決
の
既
判
力
の
拡
張
を
認
め
る
学
説
が
多
い
内
山
反
対
す
る

ハ
9
〉

学
説
も
あ
る
。
判
例
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
正
面
か
ら
問
題
と
な
っ
た
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
の
効
力
の

Z
へ
の
拡
張
の
場
合
は
、
第
三
者
に
不
利
な
判
決
効
の
拡
張
が
問
題
と
な
る
の
で
、

Z
-

M
を
中
心
と
し
て
利
害
関
係
を
も
っ
者
の
立
場
を
芳
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

せ
っ
か
く
得
た
判
決
の
効
力
が
自
己
の
与
り
知
ら
な
い

Y
Z
聞
の
建
物
譲
渡
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
無
に
さ
れ
る
の
で
は

X
と
し
て
は
、

困
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
他
方
で
Z
が
判
決
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
判
決
の
効
力
を
及
ぼ
さ
れ
る
の
で
は
不
当
で
あ
ろ

、っ。
こ
の
場
合
に
、

訴
訟
の
係
属
の
事
実
あ
る
い
は

X
の
請
求
認
容
の
判
決
の
存
在
は
登
記
簿
へ
の
記
入
な
ど
の
方
法
で
は
公
示
さ
れ
な
い

北法31(3-4・1-294)1226 



〈

X
は
建
物
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
処
分
禁
止
の
仮
処
分
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
建
物
に
つ
い
て
紛
争
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
登
記

簿
上
明
ら
か
に
で
き
る
地
位
に
あ
句
。
け
れ
ど
も
、

Z
が
建
物
を
材
木
と
し
て
で
は
な
く
卦
和
U
い
ち
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
以
上
は
、

Z
は
土
地
の
利
用
権
も
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
登
記
簿
上
土
地
の
所
有
名
義
人
が
建
物
所
有
者
と
異
な
れ
ば
、
取
引
上
当
然
す
る
べ
き
調

査
と
し
て
土
地
所
有
名
義
人
に
賃
借
権
の
存
在
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
Z
は
判
決
の
存
在
を
知
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
こ
の
場
合
、

Z
に
既
判
力
を
拡
張
す
る
こ
と
が

Z
の
手
続
権
の
保
障
を
不
当
に
奪
う
と
は
い
え
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
例
外
的

に、

Z
が
建
物
譲
受
に
際
し
て
取
引
上
通
常
な
さ
れ
る
調
査
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
判
決
の
存
在
を
知
り
得
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

Z
の

手
続
権
を
保
障
す
る
た
め
既
判
力
の
拡
張
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ふ
持
。

建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
の
基
準
時
後
の
建
物
賃
借
入
に
対
す
る
既
判
力
の
拡
張
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
て
、
原
則
と
し
て

ハ
日
)

そ
れ
を
肯
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
棄
却
判
決
の
効
力
の

Z
-
M
へ
の
拡
張
の
場
合
は
、

Z
-
M
に
判
決
効
が
有
利
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
者
の
手
続
権
の
保
障
の
問
題
は
生
じ
な
い
し
、
そ
れ
を
肯
定
し
て
も

X
に
と
っ
て
予
期
で
き
な
い
不
利
益
を
課
せ

判決効の承継人に対する拡張

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
既
判
力
の
拡
張
を
認
め
る
こ
と
は
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

〈

U
)

X
の
Y
に
対
す
る
請
求
の
認
容
・
棄
却
い
ず
れ
の
場
合
も
、
建
物
を
譲
受
け
、
あ
る
い
は
賃
借
し
た

Z
・
M
へ
の
既
判
力
の

以
上
か
ら
、

拡
張
を
認
め
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
是
認
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
建
物
賃
借
入
に
対
す
る
建
物
退
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
け
る
、
判
決
の
基
準
時
後
の
転
借
入
に
対
す
る
既
判
力
の
拡
張
も
同

様
の
芳
慮
か
ら
肯
定
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

ハ
5
〉
判
決
の
既
判
カ
の
拡
張
の
意
義
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
ハ
新
堂
・
前
掲
判
例
評
論
一
五
三
号
三
頁
以
下
参
照
)
。

こ
こ
で
は
、

Z
へ
の
不
利
な
既

北法31(3---4・ 1'295)1227 



説

判
カ
の
拡
張
と
は
、

Y
が
既
判
力
に
よ
っ
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
を
争
う
上
で
提
出
で
き
な
く
な
っ
た
攻
撃
防
禦
方
法
は
、

Z
も
又
自
己
の
建
物

収
去
土
地
明
渡
義
務
を
X
に
対
し
て
争
う
際
に
提
出
で
き
な
い
、
と
い
う
拘
束
を
さ
す
も
の
と
す
る
。

(

6

)

兼
子
・
民
訴
法
体
系
=
一
四
五
頁
、
同
・
判
例
民
訴
法
三

O
一
頁
、
中
田
・
民
商
三
三
巻
一
号
九
一
一
貝
、
小
山
・
前
掲
三
六
頁
な
ど
。
な
お
、
新
堂
・

前
掲
判
例
評
論
一
五
三
号
二
頁
は
、
紛
争
の
主
体
た
る
地
位
の
移
転
と
い
う
概
念
を
使
用
す
る
。

〈
7
)
X
に
対
し
て
建
物
退
去
土
地
明
液
義
務
を
負
う
べ
き
M
に
も
、
賃
借
に
よ
り
、
収
去
義
務
の
負
担
者
と
し
て
の
地
位
、
あ
る
い
は
当
事
者
適
格
の
一

部
の
承
継
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
(
中
田
・
前
掲
民
訴
法
演
習

I
一
一
一
一
頁
な
ど
〉
。

(

8

)

兼
子
博
士
は
、
「
賃
貸
人
が
同
時
に
所
有
権
者
の
場
合
は
、
〔
債
権
的
請
求
権
は
〕
潜
在
的
に
は
物
権
的
な
性
質
を
も
兼
有
し
1

所
有
権
に
基
く
不
法

占
拠
の
明
波
請
求
権
が
契
約
関
係
に
よ
ヲ
て
蔽
わ
れ
て
い
る
意
味
に
お
い
て
|
、
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
は
そ
れ
が
現
実
化
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」

こ
と
を
根
拠
に
さ
れ
る
(
兼
子
・
判
民
昭
和
二
六
年
度
二
三
事
件
。
な
お
、
同
「
給
付
訴
訟
に
お
け
る
請
求
原
因
」
民
事
法
研
究
三
巻
八
六
頁
以
下
で

は
、
所
有
権
侵
害
に
も
と
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
と
賃
貸
借
終
了
に
も
と
づ
く
債
権
的
請
求
搾
は
、
法
規
競
合
の
場
合
と
同
様
に
具
体
的
な
誇
求
権
と

し
て
は
唯
一
無
二
で
あ
り
、
当
事
者
間
で
は
後
者
が
、
第
三
者
と
の
関
係
で
は
前
者
が
現
わ
れ
る
と
し
、
当
事
者
間
で
後
者
が
争
わ
れ
て
い
て
も
、
目

的
物
の
占
有
移
転
に
よ
っ
て
物
格
的
請
求
権
に
対
応
す
る
責
任
者
た
る
地
位
が
第
三
者
に
移
転
す
る
の
で
確
定
判
決
の
効
力
は
そ
の
者
に
及
ぶ
、
と
説

明
し
て
い
る
〉
。
小
山
・
前
掲
三
六
頁
以
下
は
、
「
あ
る
人
が
、
民
訴
二

O
一
条
一
項
に
い
わ
ゆ
る
承
継
人
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
、
前
訴
の
訴
訟
物
が

物
権
的
請
求
で
あ
る
か
債
権
的
請
求
で
あ
る
か
に
は
か
か
わ
り
が
な
」
く
、
「
被
告
適
格
の
移
転
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
実
体
関
係
が
あ
っ
た
場
合
に

は
」
承
継
人
で
あ
り
、
あ
る
特
定
物
の
「
引
渡
要
求
は
目
的
物
の
所
持
者
に
対
し
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
か
ら
「
目
的
物
の
所
持
者
が
被

告
適
格
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
」
り
、
「
家
屋
収
去
土
地
明
渡
請
求
の
訴
の
口
頭
弁
論
終
結
後
に
該
家
屋
の
占
有
が
承
継
さ
れ
た
場
合
に
」
は
被

告
適
格
の
移
転
が
あ
り
、
既
判
力
が
拡
張
さ
れ
る
と
す
る
。
一
ニ
ケ
月
・
前
掲
三

O
O頁
以
下
は
、
こ
の
場
合
X
の
請
求
権
は
背
後
に
物
権
を
担
い
、
物

権
的
請
求
権
と
競
合
し
う
る
可
能
性
を
常
に
も
つ
取
戻
請
求
権
(
出
向

E
田
町
胆
宮
吉
田
宮
ロ
ロ
ご
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
判
決
効
の
拡
張
を
肯
定
す
る
。

ハ
9
)
中
田
・
前
掲
民
訴
法
演
習

I
ニ
O
六
頁
以
下
は
、
「
貸
し
た
物
だ
か
ら
返
え
せ
と
い
う
・
・
・
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
の
相
手
と
し
た
借
主
が
、
目

的
物
の
占
有
を
他
に
移
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
被
告
適
格
を
失
な
わ
ず
」
適
格
承
継
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
あ
げ
る
。

(
叩
〉
い
わ
ゆ
る
訴
訟
承
継
主
義
と
の
関
係
で
、
基
準
時
前
に
建
物
が
譲
渡
・
賃
貸
さ
れ
た
場
合
に
は
、

X
勝
訴
の
判
決
の
効
力
は
Z
-
M
に
及
ば
な
い
の

で
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
こ
の
種
の
仮
処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

〈日〉

Y
が
敷
地
に
つ
い
て
当
初
か
ら
全
く
無
権
原
で
あ
っ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、

Y
が
敷
地
の
転
借
入
で
あ
り
、
賃
借
入
で
あ
る
転
貸
人
か
ら

論
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判決効の承継人に対する拡張

転
貸
借
契
約
解
除
に
も
と
づ
く
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
が
な
さ
れ
、
転
貸
人
が
勝
訴
し
た
場
合
も
向
様
に
考
え
ら
れ
る
(
そ
れ
ゆ
え
、
転
貸
人
が
債

権
者
代
位
権
に
も
と
づ
い
て
、
敷
地
所
有
者
の
有
す
る
、

Z
に
対
す
る
所
有
権
を
根
拠
と
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
権
を
行
使
す
る
と
き
に
は
、

既
判
力
の
拡
張
さ
れ
る
Z
は
転
貸
借
契
約
の
解
除
の
有
効
性
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
い
〉
。
こ
れ
に
対
し
て
、
敷
地
と
建
物
の
所
有
者
が
建
物
を
収
去

す
る
約
束
で
敷
地
を
売
却
し
た
が
、
建
物
が
収
去
さ
れ
な
い
の
で
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
が
な
さ
れ
、
敷
地
買
主
が
勝
訴
し
た
場
合
で
、
敷
地

の
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
右
判
決
を
知
ら
ず
に
敷
地
に
つ
い
て
賃
借
権
の
設
定
を
受
け
る
と
と
も
に
建
物
を
譲
り
受

け
た
Z
に
判
決
の
既
判
力
は
拡
張
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
、

Z
に
既
判
力
が
拡
張
さ
れ
る
と
し
て
も
、

Z
が
先

に
建
物
の
移
転
登
記
を
得
れ
ば
、
実
体
法
上
Z
は
敷
地
賃
借
権
を
敷
地
買
主
に
対
抗
で
き
る
の
で
、
敷
地
買
主
は
Z
に
対
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
を

実
現
で
き
な
く
な
る
。
た
だ
、

Z
の
建
物
譲
受
の
契
約
に
無
効
事
由
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
既
判
力
が
拡
張
さ
れ
れ
ば
Z
は
敷
地
売
買
契
約
が
無
効
で

あ
っ
て
も
そ
れ
を
主
張
で
き
な
い
の
で
、
敷
地
買
主
の
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
違
い
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
ロ
)
た
と
え
ば
、
敷
地
の
登
記
が

Y
あ
る
い
は
第
三
者
の
名
義
に
な
っ
て
お
り
、
建
物
譲
り
受
け
の
際
に

Z
が
X
Y
聞
の
敷
地
賃
貸
借
の
存
在
を
知
り
え

な
か
っ
た
と
き
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
な
お
、

Z
が
X
Y聞
の
確
定
判
決
の
存
在
を
知
っ
て
い
て
も
、
事
情
に
よ
っ
て
は

X
の
確
定
判
決
の
援
用
が
権
利

濫
用
と
し
て
排
斥
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
東
高
判
昭
和
田
一
年
四
月
一
二
日
下
民
一
七
巻
三
・
四
号
二
三
六
頁
は
そ
の
例
で
あ
る
。

〈
臼
〉
建
物
を
営
業
の
た
め
に
借
り
て
内
部
の
改
装
な
ど
に
多
額
の
費
用
を
か
け
る
場
合
は
と
も
か
く
、
一
般
の
居
住
用
に
借
り
る
場
合
に
は
、
賃
借
入
は

貸
家
の
現
況
(
占
有
状
態
〉
に
つ
い
て
は
注
意
を
払
っ
て
も
、
家
主
の
建
物
・
敷
地
に
つ
い
て
の
権
利
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
意
を
し
な
い
の
が
通
常

か
も
し
れ
な
い
(
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
適
法
に
借
家
で
き
な
い
場
合
の
不
利
利
益
が
新
た
な
借
家
を
授
す
こ
と
と
引
越
に
要
す
る
労
力
と
費
用
く

ら
い
で
あ
り
、
実
質
的
に
あ
ま
り
大
き
く
な
い
か
ら
と
忠
わ
れ
る
)
。
し
か
し
、
家
主
が
建
物
・
敷
地
に
つ
い
て
権
利
が
な
い
と
き
に
は
借
主
の
賃
借

権
は
保
護
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
取
引
上
の
注
意
義
務
と
し
て
は
そ
の
点
の
調
査
を
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
し
な
い
た
め
に
訴
訟
上
も
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
は
不
当
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
な
お
、

Y
が
当
初
か
ら
全
〈
無
権
原
の
場
合
、
あ
る
い
は

Y
が
敷
地
転
借
入
の
場
合
も
、
注
(
日
〉
で
述
べ
た
よ
う
に
既
判
力
の
拡
張
を
原
則
と
し

て
肯
定
し
て
よ
い
。
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説

(2) 

執
行
力
の
拡
張

論

判
決
の
場
合

裁
判
例
は
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
の
建
物
譲
受
人
・
賃
借
入
へ
の
執
行
力
の
拡
張
を
、
基
礎
と
な
る
実
体
権
の
性
質
の
如

〈
日
山
〉
ハ
刊

μ
)

何
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
者
が
敷
地
の
占
有
を
承
継
し
て
い
る
と
の
理
由
で
肯
定
す
る
も
の
が
多
い
(
な
お
、
建
物
退
去
土
地
明
渡
請

(mv 

求
認
容
判
決
の
建
物
転
借
入
へ
の
執
行
力
の
拡
張
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
〉
。
学
説
は
、

X
が
敷
地
所
有
権
に
も
と
，
つ
い
て
建
物
収
去
土

地
明
渡
を
訴
求
し
そ
れ
が
認
容
さ
れ
た
と
き
に
は
、
義
務
の
負
担
者
と
し
て
の
地
位
あ
る
い
は
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
当
事
者
適
格
の
移

(
刊
日
〉

転
を
理
由
に
Z
・
M
へ
の
執
行
力
の
拡
張
を
認
め
る
が
、

X
の
請
求
が
も
っ
ぱ
ら
賃
貸
借
の
終
了
を
理
由
と
し
て
い
た
と
き
に
は
説
が
分
か

れ
て
い
る
。

4イ)建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
け
る

X
と
Y
の
実
体
法
上
の
関
係
は
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
理
論
上
は
い
ろ
い
ろ
な
場
合
が
芳
え

ら
れ
る
が
、
実
際
上
は
、

X
が
敷
地
所
有
者
で

X
Y
聞
に
賃
貸
借
が
あ
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
に

X
が
敷
地
賃
借
入
で

X
Y
聞
に
転
貸
借
が

あ
る
場
合
を
加
え
る
と
、
他
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
ら
の
場
合
、

X
は
敷
地
所
有
権
に
も
と
ε

つ
い
て
、
あ
る
い
は
賃
借
権
に
も
と

づ
く
敷
地
所
有
者
の
権
利
の
代
位
行
使
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Z
-
M
に
対
し
て
建
物
収
去
(
退
去
)
土
地
明
渡
請
求
が
で
き
る
し
、
既

判
力
は
原
則
と
し
て

Z
-
M
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
者
は
Y
の
賃
借
権
あ
る
い
は
転
借
権
の
存
在
を
抗
弁
と
し
て
主
張
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
建
物
譲
受
・
賃
借
に
よ
っ
て
敷
地
利
用
権
を
即
時
取
得
す
る
な
ど
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、

ωで

検
討
し
た
よ
う
に
、
通
常
の
場
合
Z
-
M
は
X
勝
訴
の
判
決
の
存
在
を
当
然
に
知
り
う
る
立
場
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
簡
易
な
承
継
執
行
文
の
付
与
に
つ
い
て
は

X
Z
(
M
)
聞
の
実
体
的
法
律
関
係
の
判
断
は
略
さ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
画
一
的

な
処
理
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
が
あ
れ
ば
、
請
求
を
認
め
る
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、
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z
・
M
へ
の
執
行
力
の
拡
張
を
認
め
、
建
物
譲
受
・
賃
借
を
証
す
る
文
書
の
提
出
に
よ
っ
て
簡
易
な
承
継
執
行
文
の
付
与
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
(
な
お
、
建
物
退
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
の
建
物
賃
借
入
へ
の
執
行
力
の
拡
張
に
つ
い
て
も
同
様
の
芳
慮
か
ら
肯
定

す
べ
き
で
あ
ろ
う
)
。

判決効の承継人に対する拡張

(
日
)
執
行
力
の
Z
へ
の
拡
張
と
は
、
本
稿
の
事
例
に
則
し
て
い
え
ば
、

Y
の
X
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
を
表
示
し
た
債
務
名
義
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
も
と
r

つ
い
て
執
行
機
関
が
Z
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
強
制
執
行
を
実
施
す
る
、
と
い
う
関
係
を
さ
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
た
め
に

は、

X
は
裁
判
所
書
記
官
か
ら
Z
に
対
す
る
承
継
執
行
文
の
付
与
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

X
は
基
準
時
後
の
Z
の
建
物
譲
受
を
証
す
る
文
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
執
二
三
、
二
七
条
二
項
。
以
下
で
は
こ
れ
を
簡
易
な
承
継
執
行
文
の
付
与
と
い
う
〉
。

簡
易
な
承
継
執
行
文
付
与
の
性
質
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
題
が
あ
る
。

Z
と
し
て
は
執
行
文
付
与
に
対
す
る
異
議
の
訴
え
(
論
者
に
よ
っ
て
は
請
求
異

議
の
訴
え
)
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
X
に
対
す
る
義
務
を
争
う
こ
と
が
で
き
、
義
務
が
否
定
さ
れ
た
場
合
に
は
執
行
は
許
さ
れ
な
く
な

る
。
そ
の
こ
と
と
、
執
行
力
の
拡
張
が
な
い
場
合
は

X
が
改
め
て

Z
に
対
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
、
勝
訴
判
決
を
得
て
強

制
執
行
に
蒼
子
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
右
の
制
度
は
、
実
際
上
は
Z
の
義
務
を
審
理
す
る
訴
え
の
起
訴
責
任
を
転
換
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
吉
村
・
前
掲
法
政
研
究
二
七
巻
二
・
三
・
四
号
二
二
三
頁
以
下
、
新
堂
・
前
掲
判
例
評
論
一
五
三
号
七
頁
以
下
、

中
野
「
執
行
力
の
客
観
的
範
囲
」
山
木
戸
還
暦
下
二
九
一
一
貝
以
下
参
照
)
。

と
こ
ろ
で
、

X
は
執
行
文
付
与
の
訴
え
を
提
起
し
、
そ
れ
に
勝
訴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
承
継
執
行
文
の
付
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
る
(
民
執
三
一
二
条
〉
。
こ
の
訴
え
の
性
質
に
つ
い
て
も
種
々
の
議
論
が
あ
る
が
、
そ
の
審
理
の
実
質
は
、

X
の
Z
に
対
す
る
新
た
な
給
付
訴
訟

に
お
け
る
審
理
と
全
く
〈
あ
る
い
は
論
者
に
よ
っ
て
は
ほ
ぼ
)
同
様
で
あ
る
(
吉
村
・
前
掲
法
政
研
究
二
七
巻
二
・
コ
了
四
号
二
二
三
頁
以
下
、
新

堂
・
前
掲
判
例
評
論
一
五
コ
一
号
七
頁
以
下
、
竹
下
・
民
商
七
九
巻
三
号
四
三
六
頁
以
下
。
も
っ
と
も
、
中
野
・
前
掲
三

O
ニ
頁
は
Z
の
義
務
不
存
在
事

由
は
請
求
異
議
の
訴
え
で
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
〉
。
右
の
点
を
考
え
る
と
、
執
行
文
付
与
の
訴
え
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
と
、
簡
易
に
承
継
執
行
文
が
付
与
さ
れ
る
場
合
と
で
は
X
の
負
担
が
異
な
る
。
そ
こ
で
、
む
し
ろ
後
者
の
場
合
だ
け
を
執
行
力
の
拡
張
と
考
え
る
方

が
よ
い
と
の
見
解
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
(
新
堂
・
前
掲
判
例
評
論
一
五
三
号
入
頁
)
。
本
稿
で
も
執
行
力
の
拡
張
と
し
て
簡
易
な
承
継
執
行
文
の
付
与

が
な
さ
れ
る
場
合
を
主
に
考
察
す
る
〈
な
お
、
こ
の
意
味
で
の
執
行
カ
の
拡
張
を
認
め
て
も
、
建
物
議
受
・
賃
借
の
事
実
を
文
書
で
託
す
る
こ
と
が
で
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説

き
な
け
れ
ば
執
行
文
付
与
の
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
〉
。

〈
叩
山
)
東
地
決
昭
和
六
年
六
月
二
九
日
法
律
新
聞
三
二
八
四
号
四
頁
(
請
求
の
目
的
物
は
正
確
に
い
え
ば
建
物
を
所
有
す
る
た
め
の
土
地
使
用
権
で
あ
り
、

そ
れ
を
承
継
取
得
し
な
い
場
合
に
は
Z
は
本
来
の
承
継
人
で
は
な
い
が
、
建
物
所
有
と
敷
地
の
使
用
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
Z
を
承
継
人
に
準

じ
て
取
扱
う
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
)
、
東
控
決
昭
和
九
年
一
一
月
六
日
法
律
評
論
二
四
巻
民
訴
二
一
五
頁
、
東
地
判
昭
和
三
九
年
九
月
二
九
日
ジ
ュ

リ
ス
ト
コ
一
二
ハ
号
判
例
カ
l
ド
六
頁
、
東
高
判
昭
和
四
一
年
四
月
一
一
一
日
下
民
一
七
巻
一
二
・
四
号
二
三
六
頁
(
債
権
的
請
求
権
に
も
と
、
つ
い
て
請
求
が

認
容
さ
れ
た
場
合
で
も
、

X
が
同
時
に
所
有
権
者
で
あ
れ
ば
Z
に
判
決
効
は
及
ぶ
と
す
る
〉
。
ま
た
、
最
判
昭
和
四
九
年
一

O
月
二
四
日
判
時
七
六

O

号
五
六
頁
な
ど
は
、
基
準
時
後
の
建
物
譲
受
人
に
判
決
の
執
行
力
が
及
ぶ
こ
と
を
前
提
に
し
て
論
じ
て
い
る
。

(
口
〉
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
大
阪
地
判
昭
和
四
七
年
九
月
一
一
日
判
時
七

O
一
号
九
三
頁
は
、

X
が
転
貸
借
契
約
の
解
除
を
理
由
と
し
て

Y
に
対
し
て

建
物
収
去
土
地
明
渡
を
訴
求
し
勝
訴
し
た
が
、
そ
の
後
に
建
物
が

Y
↓
A
↓

Z
と
譲
渡
さ
れ
、
さ
ら
に

M
が
建
物
を
賃
借
し
た
ケ
1
ス
で
あ
る
。

X
が

z
・
M
に
対
す
る
承
継
執
行
文
を
得
て
強
制
執
行
に
着
手
し
た
の
で
、

Z
-
M
は
執
行
文
の
付
与
に
対
す
る
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

が
認
容
さ
れ
た
。
判
旨
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
前
訴
の
明
渡
請
求
権
は
債
権
的
誇
求
様
で
あ
り
、
そ
の
被
告
適
格
者
は
Y
に
限
ら
れ
、
単
に
土
地
の
占

有
を
得
た
に
す
ぎ
な
い

Z
-
M
に
被
告
適
格
の
移
転
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
判
決
効
は
及
ば
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
(
な
お
、

X
は
、
自
分
は
敷
地

所
有
者
に
代
位
し
て
所
有
権
に
も
と
づ
い
て
土
地
明
渡
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
り
、
そ
の
事
実
は
前
訴
で
主
張
立
証
さ
れ
て
い
た
か
ら

所
有
権
に
も
と
づ
く
土
地
明
渡
請
求
権
も
訴
訟
物
で
あ
っ
た
と
も
評
価
で
き
る
、
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
、
そ
の
点
が
請
求
原
因
と
し
て
は
主
張

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
所
有
権
に
も
と
づ
く
土
地
明
波
請
求
権
は
訴
訟
物
と
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
、
と
し
て
い
る
)
。

(
凶
)
大
阪
高
判
昭
和
三
九
年
一
月
三
一
日
下
民
一
五
巻
一
号
一
七
二
頁
は
そ
の
理
由
を
、
「
債
務
名
義
た
る
給
付
判
決
の
表
象
す
る
給
付
命
令
は
、
訴
訟

当
事
者
の
有
す
る
実
体
法
上
の
権
利
の
存
在
を
確
認
し
、
こ
れ
を
原
因
と
し
て
、
そ
の
当
事
者
の
実
体
権
の
実
現
に
奉
仕
す
る
た
め
、
そ
の
権
利
内
容

た
る
給
付
に
適
合
す
る
給
付
を
為
す
べ
き
こ
と
を
、
そ
の
義
務
者
に
対
し
て
強
制
す
る
新
た
な
国
家
権
力
に
基
く
訴
訟
法
的
(
公
法
的
)
義
務
を
設
定

し
た
も
の
と
考
う
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
そ
の
強
制
実
現
に
あ
た
り
義
務
者
の
行
為
意
思
を
期
待
せ
ず
、
む
し
ろ
義
務
者
の
意
思
を
否
定

し
、
そ
の
意
に
反
し
て
主
と
し
て
財
貨
の
移
転
と
し
て
の
内
容
を
持
つ
給
付
を
事
務
的
、
機
械
的
に
実
現
せ
し
め
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自

体
は
実
体
上
の
権
刺
行
使
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
実
現
の
要
求
内
容
も
、
通
常
、
そ
の
原
因
た
る
実
体
関
係
か
ら
抽
象
し
た
命
令
内
容
を
以

て
表
現
せ
ら
れ
(
例
え
ば
「
賃
借
家
屋
の
返
還
」
に
代
う
る
に
、
単
に
「
家
屋
明
渡
」
の
如
き
)
ま
た
そ
れ
が
至
当
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
に
設
定
せ

ら
れ
た
義
務
は
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
債
権
的
又
は
物
権
的
の
実
体
法
上
の
権
利
義
務
を
素
材
と
し
て
こ
れ
を
捨
象
し
て
構
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
実

さ'b.
iif国

北法31(3-4・1'300)1232 



判決効の承継人に対する拡張

体
上
の
権
利
義
務
は
、
こ
こ
で
は
公
法
上
の
権
限
(
執
行
権
限
〉
、
公
法
上
の
義
務
(
執
行
受
忍
義
務
〉
と
な
っ
て
、
国
の
介
在
す
る
訴
訟
関
係
の
両

端
と
し
て
の
両
当
事
者
に
人
的
関
係
を
持
つ
権
利
義
務
が
出
現
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
民
事
訴
訟
法
第
四
九
七

条
の
こ
の
規
定
の
定
め
る
執
行
力
の
人
的
範
囲
の
承
継
的
拡
張
も
、
右
の
よ
う
に
設
定
せ
ら
れ
た
義
務
の
承
継
と
し
て
、
訴
訟
法
的
に
考
察
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
単
に
、
債
務
名
義
の
成
立
以
前
の
、
い
ま
だ
変
容
、
強
化
せ
ら
れ
な
い
当
事
者
双
互
聞
の
対
等
的
な
私
権
の
実
体
法
的
法
律
関
係
の
実

体
法
的
承
継
と
し
て
の
み
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
右
の
見
地
に
立
っ
て
、
債
務
名
義
に
お
い
て
義
務
者
に
特
定
物
の
占
有
(
こ
こ
に
い
う
占
有

は
、
執
行
の
時
ま
で
に
予
定
せ
ら
れ
た
占
有
を
含
む
)
の
移
転
を
命
じ
た
場
合
の
右
義
務
者
の
地
位
の
承
継
原
因
(
実
体
法
的
理
由
に
基
く
も
の
)
を

検
討
す
る
と
、
右
の
場
合
の
義
務
者
の
地
位
は
、
そ
の
者
が
「
そ
の
特
定
の
占
有
目
的
物
の
占
有
に
関
し
て
」
義
務
を
負
担
し
た
地
位
と
解
す
る
を
相

当
と
す
る
か
ら
、
そ
の
債
務
名
義
の
成
立
後
に
お
い
て
、
債
務
名
義
表
示
の
義
務
者
よ
り
そ
の
目
的
物
の
占
有
を
実
体
法
的
に
承
継
取
得
し
た
者
は
、

原
則
と
し
て
「
そ
の
物
の
占
有
の
保
持
に
関
し
て
負
担
す
る
義
務
」
の
承
継
人
す
な
わ
ち
債
務
者
た
る
地
位
の
承
継
人
と
考
え
る
こ
と
を
得
ペ
〈
、
た

だ
右
の
義
務
は
本
来
純
粋
な
対
物
義
務
の
よ
う
に
絶
対
的
な
無
限
定
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
義
務
負
担
に
つ
い
て
の
公
示
も
な
い
の
で
(
こ
の
よ
う

な
訴
訟
法
上
の
義
務
負
担
に
つ
い
て
公
示
の
あ
る
場
合
の
適
例
は
、
保
全
処
分
命
令
の
場
合
に
見
ら
れ
そ
の
効
果
も
以
下
説
示
と
同
様
に
解
さ
れ
る
〉
、

第
三
者
に
対
抗
し
得
ぺ
き
権
利
を
取
得
し
た
占
有
承
継
人
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
も
し
そ
の
承
継
人
が
債

権
者
に
対
し
て
、
そ
の
物
の
引
渡
(
占
有
移
転
)
自
体
に
つ
い
て
抗
弁
権
そ
の
他
の
拒
否
権
を
有
す
る
場
合
、
及
び
占
有
の
基
礎
た
る
本
権
(
所
有
権

そ
の
他
の
占
有
権
原
)
に
基
い
て
そ
の
権
利
内
容
を
何
び
と
に
も
対
抗
し
得
る
場
合
は
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
訴
訟
法
的
承
継
を
遮
断
し
得
る
事
由
が
存

す
る
も
の
と
し
て
、
承
継
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

(

川

出

)

注

(

6

)

に
掲
げ
る
文
献
参
照
。
中
野
教
授
は
、
「
債
務
名
義
成
立
後
(
基
準
時
以
後
)
に
そ
こ
に
表
示
さ
れ
た
当
事
者
の
二
刀
の
法
的
地
位
に
基

づ
い
て
自
己
の
法
的
地
位
を
取
得
し
た
者
で
あ
っ
て
、
同
そ
の
者
の
ま
た
は
対
す
る
右
名
義
に
基
づ
く
執
行
を
認
め
る
こ
と
が
名
義
に
お
け
る
債
権
者

の
既
得
的
地
位
の
確
保
の
た
め
衡
平
上
必
要
と
さ
れ
、
例
執
行
力
の
客
観
的
範
囲
を
動
か
さ
ず
、
同
執
行
文
付
与
の
過
程
に
お
い
て
そ
の
者
の
ま
た
は

対
す
る
請
求
を
債
務
名
義
の
記
載
と
あ
い
ま
っ
て
そ
れ
じ
た
い
理
由
あ
る
も
の
(
有
理
性
)
と
す
る
の
に
必
要
な
事
実
が
債
権
者
に
よ
っ
て
証
明
さ

れ
、
同
債
務
者
が
こ
の
執
行
に
対
し
請
求
異
議
の
訴
え
に
よ
り
執
行
消
極
名
義
を
形
成
す
る
手
段
を
保
障
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
た
め
ま

た
は
対
し
て
債
務
名
義
の
執
行
力
が
及
ぶ
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
立
場
か
ら
、
こ
の
場
合
の
執
行
力
の
拡
張
を
肯
定
さ
れ
る
(
中
野
・
前
掲

三
O
コ
一
頁
以
下
〉
。
な
お
、
こ
の
場
合
は
、
建
物
譲
受
・
賃
借
の
事
実
を
証
す
る
文
書
を
提
出
す
れ
ば
簡
易
な
承
継
執
行
文
の
付
与
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
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説

(
却
)
簡
易
な
承
継
執
行
文
の
付
与
を
認
め
る
の
は
、
小
山
・
前
掲
三
六
頁
、
三
ヶ
月
・
前
掲
三

O
九
頁
以
下
(
三
ヶ
月
教
授
は
、
承
継
概
念
の
二
義
性
を

認
め
、
基
準
時
後
の
占
有
の
取
得
だ
け
で
Z
は
形
式
的
に
は
承
継
人
と
な
り
Z
に
対
し
て
執
行
文
の
付
与
を
求
め
う
る
が
、
執
行
文
付
与
を
め
ぐ
る
訴

訟
で
前
訴
の
請
求
権
が
交
付
請
求
権
(
〈
n
g忌
丘
町

E
岡
田
恒
苦
言

5
3
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
Z
は
実
質
的
に
は
承
継
人
で
な
く
な
る
、
と
さ

れ
る
〉
o
X
は
承
継
執
行
文
付
与
の
訴
え
を
提
起
し
、
そ
の
中
で
敷
地
所
有
権
を
主
張
立
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
承
継
執
行
文
が
付
与
さ
れ

る
、
と
す
る
の
は
、
吉
村
・
前
掲
法
政
研
究
二
七
巻
二
・
三
・
四
号
二
三
三
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
田
・
前
掲
二

O
六
頁
以
下
は
、
こ
の
場
合
被
告

適
格
の
移
転
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
執
行
力
の
拡
張
を
否
定
す
る
。
中
野
教
授
の
立
場
で
は
、
こ
の
場
合
は
、
債
務
名
義
に
表
示
さ
れ
た
請
求
権
の
法

的
性
質
に
占
有
の
移
転
の
事
実
を
プ
ラ
ス
し
た
だ
け
で
は
、

X
の
Z
-
M
に
対
す
る
請
求
は
そ
れ
じ
た
い
理
由
の
あ
る
も
の
(
有
理
性
)
と
は
な
ら
な

い
の
で
、
承
継
執
行
文
は
付
与
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

論

裁
判
上
の
和
解
・
調
停
の
場
合

裁
判
例
は
、
調
書
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
が
掲
げ
ら
れ
た
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
債
務
名
義
の
建
物
譲

ハ
nv

門

勾

)

(

お

)

受
人
・
賃
借
入
へ
の
執
行
力
の
拡
張
を
判
決
の
場
合
と
同
様
の
理
由
で
肯
定
す
る
も
の
が
多
い
(
な
お
、
建
物
明
渡
を
約
し
た
裁
判
上
の
和

〈

川

副

)

解
の
建
物
転
借
入
へ
の
執
行
力
の
拡
張
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
〉
。
学
説
も
判
決
と
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
と
で
取
扱
い
を
区
別
せ
ず
、

判
決
の
執
行
力
の
拡
張
に
つ
い
て
の
見
解
の
対
立
が
そ
の
ま
ま
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
の
執
行
力
の
拡
張
に
つ
い
て
の
見
解
の
対
立
に
な
っ

(

お

〉

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(ロ)裁
判
上
の
和
解
・
調
停
に
お
い
て
も
当
事
者
間
の
実
体
法
上
の
関
係
は
、

X
が
敷
地
所
有
者
で

X
Y
間
に
賃
貸
借
が
あ
る
場
合
、
あ
る
い

は
X
が
敷
地
賃
借
入
で

X
Y
聞
に
転
貸
借
が
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
で
あ
る
こ
と
は
判
決
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、
裁
判
上
の
和
解
・

調
停
に
つ
い
て
は
既
判
力
の
有
無
に
争
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
す
る
と

Z
-
M
は
Y
の
賃
借
権
、
あ
る
い
は
転
借
権
の
不
存
在
を
争
う
こ

と
が
で
き
る
点
が
判
決
の
場
合
と
は
異
な
る
。
し
か
し
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
が
裁
判
所
で
、
か
っ
、
裁
判
官
あ
る
い
は
調
停
委
員
の
面
前
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で
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
芳
え
る
と
、

Y
の
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
の
前
提
と
な
る
賃
貸
借
契
約
、
あ
る
い
は
転
貸
借
契
約
の
解
除
が
後
に

X
Z
聞
で
無
効
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
な
ど
の
こ
と
は
実
際
上
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
結
局
判
決
の
場
合
と
同
様
に
、

建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
が
掲
げ
ら
れ
た
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
の
Z
・
M
へ
の
執
行
力
の
拡
張
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
(
建
物
明

渡
を
約
し
た
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
の
建
物
転
借
入
へ
の
執
行
力
の
拡
張
に
つ
い
て
も
同
様
の
芳
慮
か
ら
肯
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
)
。

と
こ
ろ
で
、
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
で
は
、
賃
貸
借
の
存
続
を
認
め
る
が
、
賃
料
不
払
が
あ
れ
ば
賃
貸
借
契
約
が
解
除
さ
れ
、
敷
地
賃

借
入
は
建
物
を
収
去
し
土
地
を
明
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
の
場
合
に
、

z
・
M
の
建
物
譲
受
・
賃
借
が
裁

判
上
の
和
解
・
調
停
の
成
立
後
で
あ
る
が
賃
貸
借
契
約
解
除
前
で
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
へ
の
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
の
執
行
力
の

〈

お

)

拡
張
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
が

Y
に
対
し
て
執
行
力
を
生
じ
る
こ
と
を
認
め
る
の
で

〈

mv

あ
れ
ば
、
建
物
譲
受
・
賃
借
が
賃
貸
借
契
約
解
除
前
で
あ
っ
て
も

Z
-
M
へ
の
執
行
力
の
拡
張
を
肯
定
す
べ
き
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

z
・
M
は
建
物
譲
受
・
賃
借
の
際
に

X
Y
聞
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
て
も
Z
・
M
に
と
っ
て
著
し
く
不

(ωv 

当
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

判決効の承継人に対する拡張

(
幻
)
大
決
昭
和
五
年
四
月
二
四
日
民
集
九
巻
四
一
五
頁
(
敷
地
賃
借
入
X
と
敷
地
上
に
無
断
で
建
物
を
建
て
た
Y
と
の
問
で
、
一
定
期
限
ま
で
に
建
物
収

去
土
地
明
渡
を
す
る
旨
の
裁
判
上
の
和
解
が
成
立
し
た
が
、
期
限
後
に
Y
が
建
物
を
Z
に
譲
渡
し
た
ケ
l
ス
〉
、
東
控
決
昭
和
八
年
一
一
月
一
六
日
法

律
新
聞
三
六
五
九
号
五
頁
。

ハ
幻
)
最
判
昭
和
二
六
年
四
月
一
三
日
民
集
五
巻
五
号
二
四
二
一
員
、
東
高
判
昭
和
二
八
年
七
月
一
四
日
東
高
時
報
四
巻
三
号
八
八
頁
。

(
お
)
大
阪
高
判
昭
和
四
六
年
一
一
月
三

O
日
判
時
六
六
一
号
五
三
頁
は
、
敷
地
所
有
者
で
あ
る
賃
貸
人
X
と
敷
地
賃
借
入
Y
と
の
問
で
、
賃
料
の
支
払
を

六
ヶ
月
以
上
遅
滞
し
た
と
き
は
X
は
賃
貸
借
契
約
を
解
除
で
き
、

Y
は
建
物
を
収
去
し
土
地
を
明
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
調
停
が
成
立
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
賃
料
不
払
の
た
め
契
約
が
解
除
さ
れ
建
物
譲
受
人
Z
へ
の
執
行
力
の
拡
張
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
1
ス
で
あ
る
。
判
旨
は
建
物
譲
受
人
に

対
す
る
執
行
力
の
拡
張
を
認
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
「
一
般
に
債
務
名
義
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
の
保
護
が
与
え
ら
れ
る
私
権
は
、
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説

そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
例
え
ば
相
対
的
な
契
約
が
通
例
、
財
貨
の
移
動
と
い
う
客
観
状
態
の
変
動
を
所
期
す
る
よ
う
に
、
相
対
関
係
か
ら
絶
対
関
係
へ

発
展
、
転
化
す
る
性
格
、
傾
向
を
有
す
る
と
見
ら
れ
、
こ
の
私
権
に
基
い
て
形
成
せ
ら
れ
る
給
付
判
決
及
び
こ
れ
に
基
く
強
制
執
行
と
い
う
一
連
の
私

権
保
護
手
続
も
、
右
の
私
権
本
来
の
機
能
に
応
じ
て
こ
れ
に
支
援
を
与
え
、
少
く
と
も
右
保
護
過
程
に
つ
い
て
は
、
一
種
の
絶
対
的
効
力
を
持
つ
保
護

手
段
を
裁
判
、
執
行
機
関
が
付
与
す
る
も
の
と
見
て
よ
い
こ
と
は
、
執
行
手
続
に
お
け
る
第
三
者
の
妨
害
を
排
除
す
る
強
制
力
だ
け
に
着
服
し
て
も
こ

れ
を
肯
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
ハ
明
ら
か
に
相
対
権
に
基
く
も
の
と
し
て
は
、
債
権
に
基
く
財
産
の
差
押
、
処
分
禁
止
の
効
力
、
ほ
か
に
、
各
種
保
全
処

分
参
照
〉
。
給
付
判
決
自
体
に
つ
い
て
も
、
私
権
の
実
現
の
た
め
の
給
付
命
令
は
、
そ
の
債
権
者
、
債
務
者
間
で
、
そ
れ
が
即
時
に
、
債
務
者
の
意
思

を
無
視
し
て
で
も
強
制
的
機
械
的
に
、
そ
の
内
容
通
り
の
事
態
が
実
施
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
強
制
カ

を
与
え
て
発
令
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
給
付
命
令
の
持
つ
効
力
の
性
格
は
、
も
は
や
訴
訟
物
た
る
私
権
が
本
来
実
体
法
関
係
で
持
つ
効
力
と
は
同

視
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
右
の
即
時
強
制
実
現
の
必
要
性
は
、
債
務
者
た
る
べ
き
者
が
、
そ
の
義
務
か
ら
逃
避
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
点
に
も
、
同

様
に
作
動
し
、
債
務
名
義
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
執
行
目
的
物
が
特
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
右
目
的
物
が
債
務
者
か
ら
離
脱
し
、
第

三
者
の
手
に
帰
し
た
と
き
で
も
、
な
お
そ
の
第
三
者
に
対
し
て
執
行
力
の
追
及
が
強
制
的
に
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
右
の
執
行
力
自
体
が
前
記
の

よ
う
に
私
権
そ
の
ま
ま
の
効
力
で
な
く
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
は
何
時
で
も
絶
対
関
係
へ
の
発
展
の
力
を
秘
め
た
も
の
と
見
ら
れ
得
る
以
上
、
こ
の
追

及
効
に
も
、
一
種
の
絶
対
的
効
力
を
想
定
し
て
も
よ
く
、
第
三
者
が
こ
れ
を
免
れ
得
る
の
は
、
金
銭
や
動
産
等
の
場
合
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
の
に

も
拘
束
さ
れ
な
い
原
始
的
権
利
取
得
を
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
過
一
言
で
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
給
付
判
決
た
る
債
務
名
義
に
お
い

て
も
そ
の
執
行
力
の
追
及
効
の
内
容
即
ち
債
務
名
義
の
承
継
の
範
囲
が
、
訴
訟
物
た
る
私
権
の
実
体
法
的
効
力
の
性
格
そ
の
ま
ま
に
、
物
権
的
効
力
と

債
権
的
効
力
の
如
何
に
よ
っ
て
区
別
せ
ら
れ
る
と
す
る
原
判
決
の
見
解
に
は
、
甚
だ
疑
な
き
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ハ
中
略
)
〔
調
停
調
書
に
お
い
て

は
〕
請
求
権
の
性
質
は
勿
論
、
そ
の
存
否
す
ら
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
調
停
条
項
に
も
、
こ
の
点
の
約
定
を
欠
く
事
例
が
多

い
こ
と
は
、
日
常
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
の
点
は
、
裁
判
上
の
和
解
も
、
同
様
に
請
求
権
の
判
断
を
経
ず
、
ま
た
和
解
当
事
者
の
妥
結
内
容
に

つ
い
て
も
、
結
論
的
な
権
利
義
務
の
内
容
を
記
載
す
る
だ
け
で
、
こ
の
結
論
を
導
く
に
至
っ
た
基
本
の
請
求
権
の
存
否
、
特
に
そ
の
性
質
如
何
に
つ
い

て
ま
で
の
約
定
を
し
な
い
例
が
む
し
ろ
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
少
く
と
も
調
停
調
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
判

定
の
た
め
に
訴
訟
物
的
基
準
を
用
い
る
こ
と
を
、
お
よ
そ
不
適
当
と
す
る
根
拠
と
し
て
の
特
有
の
性
質
が
あ
る
と
い
う
ぺ
く
、
本
件
調
停
調
書
中
に
、

債
権
者
た
る
上
告
人
が
本
件
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
か
否
か
の
記
載
の
な
い
こ
と
も
、
前
記
調
停
手
続
の
性
格
に
よ
れ
ば
無
理
か
ら
ね
と
こ
ろ
で
、
格

別
奇
異
な
事
柄
で
は
な
く
、
こ
れ
を
例
外
と
見
た
り
、
消
極
的
判
断
の
資
料
と
す
る
こ
と
、
即
ち
、
こ
の
記
載
の
有
無
如
何
に
よ
っ
て
、
調
停
調
書
の

論
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判決効の承継人に対する拡張

効
力
判
定
を
左
右
す
る
が
如
き
こ
と
は
、
不
当
な
基
準
に
よ
る
判
断
と
い
う
の
外
は
な
い
。
」
な
お
、
こ
の
原
容
判
決
で
あ
る
大
阪
地
判
昭
和
四
六
年

四
月
二
三
日
判
時
六
六
一
号
五
五
頁
は
、
調
停
調
書
中
に

X
が
敷
地
所
有
者
で
あ
る
旨
の
記
載
が
な
く
、

Y
の
義
務
は

X
と
の
聞
の
土
地
賃
貸
借
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
借
主
の
原
状
回
復
義
務
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
債
権
的
請
求
権
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
ほ
か
は
な

い
と
し
て
Z
が
Y
の
承
継
人
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、

Z
へ
の
執
行
力
の
拡
張
を
否
定
し
て
い
た
。

(

M

)

大
阪
高
決
田
和
三
四
年
六
月
一
二
日
下
民
一

O
巻
六
号
一
二
三

O
頁
(
建
物
賃
貸
人
が
同
時
に
建
物
の
所
有
者
で
あ
っ
た
ケ
l
ス
で
、
判
旨
は
、
建

物
賃
貸
借
は
賃
料
不
払
に
よ
っ
て
終
了
し
て
い
る
の
で
、
賃
借
入
の
占
有
は
明
渡
義
務
を
荷
っ
た
占
有
で
あ
り
、
転
借
入
は
そ
の
占
有
を
特
定
承
継
し

て
い
る
の
で
執
行
力
が
拡
張
さ
れ
る
と
す
る
)
。
な
お
、
東
地
判
昭
和
二
六
年
二
月
一
一
一
日
下
民
二
巻
二
号
一
八
七
頁
は
、
権
利
関
係
の
存
否
・
内
容

に
争
い
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
さ
れ
た
起
訴
前
の
和
解
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
が
、
ピ
ル
の
借
室
権
お
よ
び
付
属
動
産
等
を
貸
金

担
保
の
目
的
で
譲
渡
し
引
渡
す
旨
の
起
訴
前
の
和
解
が
成
立
し
調
書
が
作
成
さ
れ
た
場
合
に
、
右
物
件
を
買
受
け
、
占
有
使
用
中
の
者
に
対
し
て
右
債

務
名
義
の
効
力
を
認
め
、
承
継
執
行
文
の
付
与
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。

(
部
)
兼
子
・
判
例
民
訴
法
一
ニ

O
一
頁
、
同
・
判
民
昭
和
二
六
年
度
二
三
事
件
、
三
ヶ
月
・
前
掲
三

O
一
二
百
円
。
中
間
・
前
掲
ニ

O
八
頁
は
、
注
(
幻
)
の
大

決
昭
和
五
年
四
月
二
日
、
注
(
担
)
の
最
判
昭
和
二
六
年
四
月
一
三
日
に
つ
い
て
、
「
両
者
は
い
ず
れ
も
裁
判
上
の
和
解
に
関
す
る
の
で
、
あ
る
い
は

和
解
に
よ
り
発
生
し
た
債
権
的
な
土
地
明
渡
請
求
権
に
つ
い
て
も
、
占
布
承
継
人
に
対
す
る
効
力
の
拡
張
を
認
め
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
前
の
事
案

は
、
係
争
地
の
賃
借
入
と
そ
の
不
法
占
拠
者
と
の
問
で
、
前
者
の
後
者
に
対
す
る
占
有
権
に
基
づ
く
明
渡
請
求
に
つ
き
、
そ
の
履
行
時
期
を
定
め
た
和

解
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
後
の
事
案
も
、
土
地
所
有
者
が
、
右
地
上
の
建
物
所
有
者
な
ら
び
に
そ
の
建
物
の
賃
借
入
を
相
手
と
し
て
提

起
し
た
家
屋
収
去
(
退
去
)
土
地
明
渡
訴
訟
に
お
い
て
成
立
し
た
和
解
で
、
こ
れ
ま
た
原
告
の
所
有
権
に
よ
る
明
渡
請
求
権
を
前
提
的
に
承
認
し
た

上
、
こ
れ
に
対
応
す
る
被
告
等
の
明
渡
義
務
を
具
体
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
、
判
旨
の
結
論
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
か
ら
も
賛
成
で
き
る
の

で
あ
る
。
」
と
す
る
。
中
野
・
前
掲
三

O
五
頁
は
、
「
和
解
調
書
・
調
停
調
書
の
場
合
に
そ
れ
が
多
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
請
求
権
の
法
的
性
質
決
定

を
明
示
し
な
い
引
渡
債
務
名
義
に
つ
い
て
も
、
名
義
上
の
債
務
者
か
ら
占
有
移
転
を
受
け
た
新
占
有
者
に
対
す
る
請
求
の
宥
恕
性
を
、
そ
の
債
務
名
義

に
お
け
る
と
同
様
、
包
括
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
承
継
執
行
文
を
付
与
す
べ
き
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
教
授
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
場

合
に
は
新
占
有
者
に
対
す
る
請
求
の
有
理
性
が
基
礎
づ
け
ら
れ
ず
、
執
行
カ
は
拡
張
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
右
の
債
務
名
義
は
名
義
上
の

債
務
者
に
対
す
る
実
体
法
上
の
請
求
権
の
存
在
を
包
括
的
に
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

(
m
m

〉
来
栖
・
契
約
法
七
一
四
頁
は
、
注
(
引
む
の
東
地
判
昭
和
二
六
年
二
月
一
二
日
に
疑
問
を
表
明
す
る
。
し
か
し
右
の
ケ
1
ス
で
の
契
約
当
事
者
間
で
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説

和
解
を
有
効
と
し
、
執
行
力
の
発
生
を
認
め
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
建
物
明
渡
の
部
分
に
つ
い
て
は
執
行
力
の
拡
張
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

(
幻
)
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
が
債
務
名
義
に
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
兼
子
博
士
は
、
将
来
の
給
付
の
訴
え
に
特

別
の
利
益
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
和
解
で
解
除
に
伴
う
明
渡
義
務
を
約
し
て
い
て
も
そ
の
部
分
に
執
行
力
は
生
じ
な
い
と
さ
れ

る
(
兼
子
・
民
訴
法
体
系
コ
ご

O
頁
、
同
・
判
民
昭
和
二
六
年
度
二
一
一
一
事
件
。
た
だ
し
、
明
渡
請
求
に
つ
い
て
の
和
解
が
一
定
期
間
明
波
を
猶
予
す
る

趣
旨
で
あ
れ
ば
、
期
間
経
過
後
の
明
渡
義
務
に
つ
い
て
執
行
力
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
〉
。
こ
れ
に
対
し
て
判
例
お
よ
び
多
数
説
は
、
と
の
場
合
に
も
執

行
カ
が
生
じ
る
と
す
る
ハ
注
(
幻
)
の
最
判
昭
和
二
六
年
四
月
一
三
日
な
ど
)
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
執
行
カ
が
生
じ
な
い
と
解
す
る
と
現
在
の
裁

判
上
の
和
解
の
相
当
数
が
成
立
し
な
く
な
る
と
い
う
実
際
上
の
不
都
合
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
る
ハ
菊
井
H
村
松
・
全
訂
民
訴
法

I
一
一
五
九
頁
、
三
ヶ

月
・
民
訴
法
(
法
律
学
会
集
)
四
四
九
頁
、
斉
藤
編
・
注
解
民
訴
法

ω
四
O
ニ
頁
)
。
以
下
で
は
多
数
説
を
前
提
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

ハ
泊
)
注
(
幻
)
の
大
阪
高
判
昭
和
四
六
年
一
一
月
三

O
日
(
賃
貸
借
契
約
解
除
の
と
き
に
和
解
調
書
の
執
行
カ
が
発
生
す
る
が
、
そ
れ
以
前
に
建
物
譲
渡

に
よ
る
移
転
が
生
じ
て
い
た
と
き
に
は
執
行
カ
承
継
の
法
理
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
)
、
小
室
・
判
タ
二
八
六
号
七
八
頁
。
な
お
、
執
行
カ
の
拡
張

が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
は
、
注
(
幻
)
の
最
判
昭
和
二
六
年
四
月
}
三
日
の
よ
う
に
賃
貸
借
契
約
解
除
後
に
建
物
譲
渡
・
賃
貸
借
が
な
さ
れ
た
ケ
ー

ス
が
多
い
。

ハ
却
)
注
ハ
幻
)
参
照
。

(

ω

)

建
物
の
譲
渡
・
賃
貸
借
に
よ
っ
て
条
件
付
の
執
行
力
が

Z
-
M
へ
拡
張
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
菊
井
H
村
松
・
前
掲
一
一
五
九
頁
も
結
論

は
同
旨
で
あ
る
が
、
「
そ
う
解
す
る
と
第
三
者
の
権
利
が
不
測
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
で
は
な
い
」
と
す
る
。
な
お
、
調
停
調
書
の
中
で
、
将

来
の
特
定
の
時
期
に
建
物
を
収
去
し
土
地
を
明
渡
す
こ
と
を
約
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
札
幌
地
判
昭
和
三
九
年
一
二
月
一
八
日
判
タ
一
七
四
号
二
ハ
一

頁
は
、
傍
論
で
は
あ
る
が
、
調
停
成
立
の
日
以
降
の
建
物
賃
借
入
は
承
継
人
に
あ
た
り
債
務
名
義
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
。

'o'A. 
l市日

敷
地
譲
受
人
に
対
す
る
判
決
効
の
拡
張

建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
け
る
判
決
の
効
力
の
基
準
時
後
の
敷
地
譲
受
人

W
に
対
す
る
拡
張
の
問
題
を
検
討
す
る
。

学
説
上
は
あ
ま
り
議
論
が
な
い
。
し
か
し
、

X
が
前
訴
で
敷
地
所
有
権
に
も
と
づ
い
て
請
求
し
て
い
た
と
き
に
は
、
そ
の
承
継
に
よ
り
原
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告
適
格
の
承
継
あ
り
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

X
が
賃
貸
借
契
約
上
の
権
利
に
も
と
づ
い
て
請
求
し
て
い
た
と
き
に
も
、
実
体
法
上
敷
地
所

(
担
)

有
権
の
譲
渡
に
伴
い
賃
貸
人
た
る
地
位
も
承
継
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
告
適
格
の
承
継
あ
り
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

い
ず
れ
の
場
合
も

W
に
対
す
る
既
判
力
・
執
行
力
の
拡
張
は
肯
定
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

実
質
的
に
芳
え
て
も
、
請
求
認
容
判
決
の
場
合
は

W
へ
の
判
決
効
の
有
利
な
拡
張
が
問
題
と
な
る
の
で
、

W
に
対
す
る
既
判
力
・
執
行
力

の
拡
張
を
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
し
(
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
権
を
表
示
す
る
債
務
名
義
が
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
で
あ
る
場
合
の
執

行
力
の
拡
張
も
同
様
で
あ
る
)
、

請
求
棄
却
判
決
の
場
合
も
敷
地
を
譲
り
受
け
る

W
と
し
て
は
敷
地
上
に

Y
名
義
の
建
物
が
建
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
当
然

Y
の
敷
地
利
用
権
の
有
無
を
調
査
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
判
決
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
か

(
明
記
〉

ら
、
原
則
と
し
て
既
判
力
の
拡
張
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
反
対
の
結
論
を
と
る
裁
判
例
が
あ
る
が
疑
問
で
あ
る
(
な
お
、
建
物
退
去
土

地
明
渡
請
求
訴
訟
に
お
け
る
判
決
の
効
力
の
基
準
時
後
の
建
物
と
敷
地
譲
受
人
に
対
す
る
拡
張
に
つ
い
て
も
同
様
に
芳
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
)
。

判決効の承継人に対する拡張

(
引
出
)
コ
一
ヶ
月
「
特
定
物
引
渡
訴
訟
に
お
け
る
占
有
承
継
人
の
地
位
」
民
訴
法
研
究
一
巻
コ
二
七
頁
。

(
刊
品
)
東
地
判
昭
和
四
三
年
二
月
一
一
六
臼
判
時
五
二
九
号
五
九
頁
。
こ
の
ケ
l
ス
で
は
、
前
訴
で
、

X
は
敷
地
所
有
権
に
も
と
づ
い
て
建
物
所
有
者
Y
に
対

し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
、
建
物
居
住
者
N
に
対
し
て
建
物
退
去
土
地
明
渡
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
転
借
権
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
て
請
求
は
棄
却
さ

れ
た
。
後
訴
で
、
敷
地
所
有
権
を
譲
り
受
け
た
W
が
Y
と
N
に
前
訴
と
同
趣
旨
の
訴
え
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
裁
判
所
は
前
訴
判
決
の
W
へ
の
既
判
力

の
拡
張
を
否
定
い
し
、
実
体
審
理
を
し
て
W
の
請
求
を
認
容
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
民
事
訴
訟
法
第
二

O
一
条
第
一
項
は
、
確
定
判
決
は
口
頭
弁

論
終
結
後
の
承
継
人
に
対
し
効
力
を
有
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
右
規
定
に
い
う
口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
に
は
、
特
定
承
継
人
を
含
む
の
で
あ
る

が
、
何
人
が
こ
の
特
定
承
継
人
に
当
る
か
は
、
請
求
の
原
因
た
る
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
実
体
法
的
性
格
に
よ
っ
て
異
な
る
。
一
般
に
は
、
訴
訟
物

を
め
ぐ
る
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
、
当
事
者
と
同
視
す
べ
き
地
位
す
な
わ
ち
訴
訟
物
た
る
特
定
の
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
を
争
う
こ
と
の
で
き
る
地
位

を
前
主
か
ら
承
継
し
た
者
を
指
す
。

X
の
Y
ら
に
対
す
る
前
訴
の
訴
訟
物
た
る
権
利
関
係
は
、
土
地
の
所
有
物
返
還
請
求
権
で
あ
る
。
所
有
物
返
還
請
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説

求
権
の
成
立
の
要
件
は
、

ω請
求
権
の
主
体
が
物
の
所
有
権
を
有
し
、

ω請
求
権
の
相
手
方
が
そ
の
物
を
占
有
し
、

ω相
手
方
が
そ
の
物
を
占
有
す
る

に
つ
い
て
請
求
権
の
主
体
に
対
抗
す
る
権
原
を
有
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
所
有
物
返
還
請
求
の
訴
に
お
い
て
は
、

ω
の
要
件
の
存
在
が

Y
の
抗
弁
で
あ

る
か
ら
、

Y
が
W
に
対
抗
で
き
る
占
有
権
原
と
し
て
、
永
小
作
権
、
地
上
権
な
ど
の
物
権
的
な
も
の
、
ま
た
は
賃
借
権
、
使
用
借
権
な
ど
の
債
権
的
な

も
の
の
存
在
を
立
証
す
れ
ば
、

ω
の
要
件
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
し
、

Y
が
占
有
権
原
を
立
証
で
き
な
け
れ
ば
、
占
有
権
原

が
な
い
も
の
と
し
て

ω
の
要
件
を
充
た
し
、
同
時
に

ω
お
よ
び

ω
の
要
件
を
充
足
す
る
と
き
は
、
所
有
物
返
還
請
求
権
の
発
生
が
認
め
ら
れ
て
、
請
求

が
認
容
さ
れ
る
o

X
と
Y
ら
と
の
前
訴
に
お
い
て
は
、

ωω
の
要
件
が
認
め
ら
れ
た
が
、

ω
の
要
件
が
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
所
有
物
返
還
誇
求

権
は
発
生
し
な
い
も
の
と
し
て
、
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

W
は
X
か
ら
土
地
の
所
有
権
を
譲
り
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

ω
の
要
件
を
承
継

し
た
の
で
あ
り
、
ま
た

Y
ら
の
占
有
は
、
土
地
所
有
者
が

X
で
あ
っ
た
当
時
か
ら
継
続
し
て
い
る
か
ら
、

ω
の
要
件
に
も
変
動
が
な
い
。
こ
の
限
り
に

お
い
て
は
W
は、

X
の
紛
争
解
決
に
つ
い
て
の
地
位
を
承
継
し
て
い
る
が
、
問
題
は
、

ω
の
紛
争
解
決
の
地
位
の
承
継
で
あ
る
。
賃
貸
借
関
係
は
、
対

人
的
な
債
権
関
係
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
入
は
、
特
別
の
規
定
の
な
い
限
り
、
土
地
の
賃
借
権
を
も
っ
て
土
地
の
第
三
取
得
者
に
対
抗
で
き
な
い
。

W
の

前
主
X
と
Y
ら
と
の
聞
に
お
い
て
は
、
賃
借
権
の
存
否
が
争
わ
れ
、
こ
れ
が
存
在
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

W
と
Y
ら
と
の
聞
に
お
い

て
は
、
こ
れ
と
は
別
個
に
右
賃
貸
借
関
係
の
対
抗
力
が
紛
争
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
措
い
て
両
者
間
の
所
有
物
返
還
請
求
権
の
存
否
を

決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
前
訴
に
お
け
る
紛
争
の
解
決
が
、
本
訴
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
基
準
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
W

は
紛
争
解
決
に
つ
い
て

X
と
同
視
す
べ
き
地
位
を
承
継
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、

W
は
X
の
特
定
承
継
人
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
う
解
さ
な
い
と
、
次
の
よ
う
な
不
合
理
な
結
果
を
招
来
す
る
。
す
な
わ
ち
、

Y
が
所
有
者
に
対
抗
で
き
る
賃
借
権
の
発
生
要
件
事
実
を
立
証

し
て
、
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
が
、

Y
が
右
賃
借
権
を
も
っ
て
新
所
有
者
に
対
抗
で
き
な
い
場
合
は
、
前
主
と

Y
と
の
聞
の
賃
貸
借
関
係
は
、
新
所
有
者

に
承
継
さ
れ
な
い
か
ら
、
新
所
有
権
者
は
、

Y
に
対
し
所
有
物
返
還
請
求
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
新
所
有
者
と

Y
と
の
聞
の
所
有
物
返
還

請
求
の
訴
に
、
前
訴
の
既
判
力
が
及
ぶ
と
す
る
と
、
新
所
有
者
た
る
W
は
常
に
敗
訴
を
免
れ
ず
、
し
か
も
Y
と
の
聞
に
新
な
賃
貸
借
の
締
結
を
欲
し
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
永
遠
に

Y
の
不
法
占
有
を
坐
視
す
る
よ
り
外
な
い
こ
と
に
な
る
。
既
判
力
は
、
こ
の
よ
う
な
不
合
理
を
是
認
す
る
た
め
に
存
在
す

る
も
の
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
土
地
の
所
有
物
返
還
請
求
が
、

Y
の
賃
借
権
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
て
棄
却
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
判
決
の
既
判
力
は
、

口
頭
弁
論
終
結
後
に
土
地
の
所
有
権
を
譲
り
受
け
た
者
に
及
ば
な
い
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

論
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建
物
抵
当
権
の
実
行
に
よ
る
承
継
の
場
合
の
判
決
効

競
売
・
転
付
命
令
の
よ
う
に
国
家
の
強
制
力
に
よ
り
権
利
移
転
が
生
じ
る
場
合
に
も
民
訴
法
二

O
一
条
一
項
の
承
継
が
あ
り
、
前
主
に
対

す
る
判
決
の
効
力
が
権
利
取
得
者
に
拡
張
さ
札
問
。
と
こ
ろ
で
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
が
確
定
し
た
が
、
す
で
に
そ
の
判
決

の
基
準
時
前
に
建
物
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
基
準
時
後
に
そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
競
落
人
E
に
対
し
て
右
判
決
は
効
力
を
及

ぼ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
建
物
抵
当
権
者

H
の
実
体
法
上
・
訴
訟
法
上
の
地
位
を
芳
え
つ
つ
こ
の
間
題
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ハ
問
山
)
新
堂
・
民
訴
法
四
一
入
質
、
斉
藤
編
・
注
解
民
訴
法

ωコ
一
六
九
質
、
菊
井
H
村
松
・
全
訂
民
訴
法
I
一
一
四
四
頁
。

建
物
抵
当
権
者
の
実
体
法
上
の
地
位

判決効の承継人に対する拡張

借
地
上
の
建
物
抵
当
権
の
効
力
は
敷
地
の
利
用
権
に
及
び
、
抵
当
権
実
行
に
よ
り

E
は
建
物
所
有
権
と
借
地
権
を
取
得
す
る
と
さ
か

d
。

ま
た
、
賃
借
権
の
放
棄
、
賃
貸
借
契
約
の
合
意
解
除
の
効
力
は
、
原
則
と
し
て

H
に
は
及
ば
な
い
と
さ
れ
て
い
る
(
た
だ
し
、
債
務
不
履
行

〈
お
)

に
も
と
づ
く
解
除
の
効
力
は

H
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
は
、

H
の
地
位
は
借
地
上
の
建
物
賃
借
入
M
の
地
位
と
間
関
に
解

さ
れ
て
い
る
)
。

(
川
副
)
最
判
昭
和
四
O
年
五
月
四
日
民
集
一
九
巻
四
号
八
一
一
頁
、
我
妻
・
新
訂
担
保
物
権
法
二
七
三
頁
、
柏
木
H
高
木
・
担
保
物
権
法
二
六
七
頁
。

E
の

借
地
権
が
地
上
権
で
は
な
く
、
賃
借
権
の
取
得
は
当
然
に
は
土
地
所
有
権
者
に
は
対
抗
し
え
な
い
が
、
賃
借
権
譲
渡
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
と
き
に
も

借
地
法
九
条
ノ
三
に
よ
り
承
諾
に
代
わ
る
裁
判
所
の
許
可
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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説

(
お
)
大
判
大
正
一
一
年
一
一
月
二
四
日
民
集
一
巻
七
三
八
頁
、
大
判
大
正
一
四
年
七
月
一
八
日
法
律
新
開
二
四
六
三
号
一
四
頁
、

頁
、
柏
木
日
高
木
・
前
掲
四
四
二
頁
、
鈴
木
・
借
地
法
上
五
五
二
頁
ハ
な
お
、
五
六
O
頁
参
照
〉
。

(
日
山
)
鈴
木
・
前
掲
五
七
六
頁
。
た
だ
し
、
鈴
木
教
授
は
解
除
の
前
提
と
し
て
H
へ
の
催
告
も
必
要
と
さ
れ
る
。

(
幻
)
最
判
昭
和
三
八
年
二
月
一
ご
日
民
集
一
七
巻
一
号
二
一
九
一
貝
、
最
判
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
四
日
判
時
六
一
八
号
一
二

O
頁、

頁
。
な
お
、
こ
こ
で
も
鈴
木
教
授
は
地
代
延
滞
を
理
由
と
す
る
解
除
の
前
提
と
し
て
M
へ
の
催
告
も
必
要
と
さ
れ
る
。

鈴
木
・
前
掲
五
四
九

我
妻
・
前
掲
四
二
四

論

建
物
抵
当
権
者
の
訴
訟
法
上
の
地
位

X
の
Y
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
お
よ
び
判
決
の
執
行
に
お
い
て
、
建
物
・
敷
地
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
も
っ

H
が
ど
の

よ
う
な
地
位
に
た
っ
か
を
検
討
す
る
。

ω
補
助
参
加
・
独
立
当
事
者
参
加

右
訴
訟
で

X
が
勝
訴
す
れ
ば

H
の
抵
当
権
の
目
的
た
る
建
物
が
収
去
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
、

H
は
訴
訟
の
結
果
に
つ
い
て
利
害

ハお〉

関
係
を
有
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
右
訴
訟
に

Y
の
た
め
に
補
助
参
加
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

Y
の
訴
訟
追
行
が
詐
害
的
な
場
合
に
は
、

H
は
民
訴
法
七
一
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
右
訴
訟
に
独
立
当
事
者
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
と

(

鈎

)

(

山

相

〉

解
す
る
。
モ
の
際
、

H
は
X
・
Y
の
双
方
に
独
自
の
請
求
を
た
て
る
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
が
、
単
に

X
の
Y
に
対
す
る
請
求
の
棄

却
を
求
め
る
こ
と
で
足
り
る
と
考
え
る
。
審
理
の
結
果
、

X
-
Y
の
賃
貸
借
契
約
の
合
意
解
除
の
事
実
が
認
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
効
力
が

H
に
及
ば
な
い
と
さ
れ
た
場
合
の
判
決
の
仕
方
は
問
題
で
あ
る
が
、

X
の
Y
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
を
棄
却
す
る
か
、
あ
る
い

〈
但
V

は
H
の
建
物
抵
当
権
の
消
滅
を
条
件
と
す
る
右
請
求
認
容
の
判
決
を
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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(
叩
岬
〉
東
授
決
昭
和
四
年
二
月
二
八
日
法
律
評
論
一
八
巻
民
訴
一
五

O
の
本
案
訴
訟
で
は
H
が
補
助
参
加
と
主
参
加
を
し
て
い
る
。

(
ぬ
)
朝
間
「
法
定
地
上
権
取
得
の
期
待
機
に
対
す
る
侵
害
と
そ
の
排
除
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
民
事
法
の
諸
問
題
三
巻
四
九
頁
以
下
は
、
「
建
物
お
よ
び

そ
の
敷
地
た
る
土
地
の
所
有
者
X
が
、
土
地
は
A
の
た
め
に
、
建
物
は
Z
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
抵
当
権
を
設
定
し
た
後
、
建
物
を
Y
に
売
渡
し
、
そ

の
土
地
に
つ
き
X
Y
問
に
建
物
所
有
を
目
的
と
す
る
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
右
賃
貸
借
は
、
地
代
不
払
の
た
め
解
除
さ
れ
、

X
か

ら
Y
に
対
し
建
物
収
去
・
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、

y
、
Z
は
こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
」
と
い
う
設
問
で
、

Z
の
地
位
は
実
体
法
上
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
訴
訟
上
に
も
反
映
さ
せ
て
、

Z
の
当
事
者
参
加
を
認
め
る
。

(
川
判
)
民
訴
法
七
一
条
前
段
の
理
由
に
よ
る
参
加
の
場
合
で
も
、
判
例
は
、
原
告
被
告
双
方
に
対
し
て
原
告
の
請
求
と
相
容
れ
な
い
請
求
を
立
て
る
べ
き
で

あ
る
と
し
〈
最
判
昭
和
四
五
年
一
月
二
二
日
民
集
二
四
巻
一
号
一
頁
)
、
朝
間
・
前
掲
五
七
頁
は
、

X
に
対
し
て
は
建
物
収
去
土
地
明
波
の
執
行
禁
止
、

Y
に
対
し
て
は
建
物
取
致
し
、
移
築
の
禁
止
等
抵
当
権
に
対
す
る
侵
害
行
為
の
禁
止
を
求
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
す
る
。

(
M
U
)

朝
岡
・
前
掲
五
八
頁
は
、
そ
の
掲
げ
る
設
例
に
つ
い
て
、

X
の
Y
に
対
す
る
請
求
は
無
条
件
で
認
容
さ
れ
、
ま
た
、

Z
の
X
・
Y
に
対
す
る
請
求
も

認
容
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
確
か
に
、
実
体
法
よ
、

X
は
Y
に
対
す
る
関
係
で
は
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、

X
の
Y
に
対
す

る
請
求
は
認
容
さ
れ
る
、
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
そ
の
判
決
に
も
と
ε

つ
い
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
強
制
執
行
が
な
さ
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
H
の
方
で
つ
ぎ
に
述
べ
る
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、

X
に
と
っ
て
は
本
文

の
よ
う
に
解
し
て
も
別
段
不
利
益
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

判決効の承継人に対する拡張

ω
第
三
者
異
議
の
訴
え

X
が
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
勝
訴
し
、
そ
の
判
決
に
も
と
ε
つ
い
て
強
制
執
行
を
す
る
場
合
に
は
、

H
は
第
三
者
異
議
の
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
に
抵
当
権
は
目
的
物
を
換
価
し
て
一
定
の
金
額
を
優
先
的

に
取
得
す
る
権
利
で
あ
る
か
ら
、
執
行
に
よ
る
目
的
物
の
換
価
や
引
渡
を
妨
げ
る
利
益
を
有
し
な
い
と
さ
れ
(
待
。
し
か
し
、
一
体
と
し
て
担

保
価
値
を
有
す
る
目
的
物
の
一
部
の
み
に
対
す
る
執
行
に
対
し
て
は
、
担
保
価
値
を
段
損
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
抵
当
権
者
に
も
第
三
者
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説

(
必
)

異
議
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
強
制
執
行
が
な
さ
れ
る
と
、
建
物
は
物
理
的
に
消
滅
す
る
の
で
、

H
は
被
担
保

論

債
権
に
つ
い
て
満
足
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
担
保
目
的
物
を
失
な
う
こ
と
に
な
る
。

Y
敗
訴
の
判
決
は

H
に
効
力
を
及
ぼ
さ
ず
、
ま
た
、
実

体
法
上
Y
に
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
義
務
を

X
が

H
に
主
張
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
、

H
は
こ
の
場
合
第
三
者

(
H
H
》

(

必

〉

異
議
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
と
考
え
る
。
下
級
審
判
決
で
あ
る
が
、
東
地
判
昭
和
三
九
年
七
月
六
日
判
タ
一
六
六
号
一
九
六
頁
、
東
高
判
昭

(

日

開

)

ハ

灯

)

和
四
一
年
一

O
月
一
三
日
下
民
一
七
巻
九
・
一

O
号
九
六
二
頁
、
東
地
判
昭
和
四
七
年
一

O
月
三
一
日
判
時
六
九
四
号
七
四
頁
が
そ
れ
を
認

円
山
崎
〉

め
て
い
る
。

(
必
〉
兼
子
・
増
補
強
制
執
行
法
五
六
頁
。

(
必
)
大
判
昭
和
六
年
三
月
二
三
日
民
集
一

O
巻
一
一
六
頁
(
工
場
抵
当
法
の
事
例
)
、
長
判
昭
和
四
周
年
三
月
二
八
日
民
集
二
三
巻
三
号
六
九
九
頁
(
宅

地
上
の
従
物
の
事
例
〉
、
兼
子
・
前
掲
五
七
・
二
ハ

O
頁
、
我
妻
・
判
民
昭
和
六
年
度
一
五
事
件
、
前
掲
二
七
三
頁
、
柏
木
H
高
木
・
前
掲
二
九
七
頁
、

近
藤
・
執
行
関
係
訴
訟
〔
全
訂
版
〕
五
二
七
頁
、
中
野
・
総
合
判
例
叢
書
民
訴

ω
二
五
頁
、
鈴
木
等
編
・
注
解
強
制
執
行
法

ω
五
O
五
頁
〈
鈴
木
〉
、

ω九
頁
八
鈴
木
V
、
上
谷
等
編
・
強
制
執
行
競
売
の
基
礎
一
二
四
頁
〈
松
山

V
、
一
四
七
頁
八
白
河
〉
な
ど
。

(
川
叫
)
朝
岡
・
前
掲
六
一
頁
は
そ
の
掲
げ
る
設
例
に
つ
い
て
建
物
抵
当
権
者
に
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
認
め
る
。

(
何
日

)
X
の
Y
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
波
請
求
を
Y
が
認
諾
し
、
そ
れ
に
も
と
，
つ
い
て
強
制
執
行
が
な
さ
れ
た
事
例
。
た
だ
し
、
抵
当
権
者
詐
窓
口
ず
る

目
的
で
認
諾
し
た
と
は
認
定
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
訴
え
を
棄
却
し
て
い
る
。

(
日
叩
)
注
(
代
目
)
の
事
件
の
控
訴
審
判
決
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
、
客
観
的
に
賃
料
の
延
滞
が
あ
っ
た
こ
と
、
認
諾
が
通
謀
に
よ
る
虚
偽
の
意
思
表
示
で
あ

る
と
は
認
定
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
控
訴
を
棄
却
し
て
い
る
。

(
門
出

)
X
は
Y
に
土
地
を
貸
し
て
い
た
が
、

Y
が
事
業
失
敗
の
た
め
行
方
不
明
と
な
り
地
代
の
支
払
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

X
は
催
告
の
上
賃
貸
借
を

解
除
し
、
公
示
送
達
の
手
続
で

Y
に
対
し
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
判
決
を
得
、
そ
れ
に
も
と
。
つ
い
て
強
制
執
行
に
着
手
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
借
地
上
の

建
物
に
は
Z
の
た
め
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

Z
は
将
来
抵
当
権
の
実
行
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
競
落
人
に
対
し
賃
借
権
の
譲
渡
を
認
め
る
旨

の
承
諾
書
を
X
か
ら
得
て
い
た
(
そ
の
後
抵
当
権
実
行
の
申
立
を
す
る
に
あ
た
り
、
再
度
賃
借
権
譲
渡
料
を
支
払
う
こ
と
を
条
件
に
譲
渡
の
承
諾
を
す
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る
旨
の
返
答
を
得
て
い
る
〉
。
ま
た
、

Z
は
Y
の
滞
納
賃
料
支
払
の
催
告
を
知
っ
て
滞
納
賃
料
額
を
現
実
に
提
供
し
た
が
、

X
は
受
領
を
拒
絶
し
た
の

で
弁
済
供
託
を
し
て
い
た
。
判
旨
は
、
執
行
に
よ
り
抵
当
権
の
目
的
物
た
る
建
物
が
滅
失
し
抵
当
権
が
消
滅
す
る
に
至
る
の
で
、
抵
当
権
者
に
第
三
者

異
議
の
訴
え
が
許
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、
供
託
に
よ
る
滞
納
賃
料
債
務
の
消
滅
を
認
め
、
右
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
の
強
制
執
行
は
信
義
に
惇
り
、
権

利
行
使
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
と
す
る
。

(
川
崎
)
高
松
高
決
昭
和
コ
二
年
二
月
九
日
高
民
九
巻
一
号
七
頁
は
、
「
抵
当
建
物
の
存
す
る
土
地
に
つ
い
て
の
賃
貸
借
契
約
が
土
地
賃
借
入
の
義
務
不
履
行

に
よ
り
解
除
さ
れ
た
以
よ
土
地
所
有
者
は
土
地
賃
貸
借
の
終
了
を
地
上
建
物
の
抵
当
権
者
に
対
し
て
も
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
、
土
地
所
有
者
が
債
務

名
義
を
得
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
の
強
制
執
行
を
し
て
来
た
場
合
建
物
の
抵
当
権
者
は
右
強
制
執
行
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
」
、

「
以
上
の
如
く
解
す
る
に
お
い
て
は
一
見
建
物
の
抵
当
権
者
の
保
護
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
凡
そ
借
地
上
に
存
す
る
建

物
に
つ
き
抵
当
権
の
設
定
を
受
け
た
者
は
、
借
地
人
の
土
地
賃
料
不
払
等
賃
貸
借
契
約
上
の
義
務
不
履
行
に
よ
り
土
地
賃
貸
借
契
約
が
解
除
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
得
る
こ
と
は
当
然
こ
れ
を
予
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
〔
る
〕
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
判
旨
は
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
認
め
な
い

よ
う
に
も
読
め
る
が
、
こ
の
事
件
で
は
強
制
執
行
停
止
の
可
否
が
争
わ
れ
て
お
り
、
建
物
抵
当
権
者
が
賃
貸
借
契
約
解
除
の
効
力
が
自
己
に
及
ば
な
い

事
情
に
つ
い
て
疎
明
し
な
か
っ
た
点
が
抗
告
棄
却
の
理
由
で
あ
っ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

建
物
競
落
人
へ
の
判
決
効
の
拡
張

判決効の承継人に対する拡張

X
の
Y
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
が
確
定
し
た
が
、
す
で
に
そ
の
判
決
の
基
準
時
前
に
建
物
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ

(
品
目
)

て
お
り
、
基
準
時
後
に
そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
競
落
人

E
に
対
し
て
判
決
の
効
力
が
及
ぶ
か
否
か
を
検
討
す
る
。

右
訴
訟
の
被
告
適
格
者
は
建
物
の
所
有
に
よ
っ
て
土
地
を
占
有
し
て
い
る

Y
で
あ
り
、

E
は
基
準
時
後
に
競
売
に
よ
っ
て
建
物
所
有
権
を

Y
か
ら
伝
来
的
に
取
得
し
土
地
を
占
有
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
基
準
時
後
の
承
継
人
と
な
っ
て
右
判
決
の
効
力
を
受
け
る
と
の
立

場
も
あ
り
得
る
。
大
阪
地
判
昭
和
七
年
一
一
月
二
四
日
法
律
新
聞
三
五
三
八
号
一
五
頁
は
、

X
が
賃
料
不
払
に
よ
る
賃
貸
借
契
約
の
解
除
に

も
と
づ
い
て

Y
に
対
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
を
な
し
、
同
時
に
、
弁
済
に
よ
る
被
担
保
債
権
消
滅
を
理
由
に

H
に
対
し
て
建
物
に
対
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ず
る
抵
当
権
の
実
行
禁
止
を
求
め
た
事
案
で
、
裁
判
所
は

Y
に
対
す
る
請
求
は
認
容
し
た
が
、

H
に
対
す
る
請
求
は
棄
却
し
、
そ
の
理
由
と

し
て
、
抵
当
権
実
行
の
結
果
建
物
所
有
権
が
競
落
人
に
移
転
し
て
も
、
建
物
所
有
者
Y
に
建
物
収
去
土
地
明
、
渡
を
命
じ
る
判
決
は
競
落
人
に

論

効
力
を
及
ぼ
す
の
で
、
抵
当
権
の
実
行
に
よ
っ
て

X
の
請
求
権
の
行
使
は
何
等
妨
害
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は

E
は
建
物
収
去
土
地
明
渡
義
務
を
争
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ひ
い
て

H
は
建
物
を
材
木
の
値
段
で
し
か

競
売
で
き
な
く
な
っ
て
、
建
物
と
敷
地
の
利
用
権
に
つ
い
て
実
質
的
な
利
害
関
係
を
も
っ

H
に
と
っ
て
酷
な
結
果
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

Y

敗
訴
の
判
決
の
効
力
を
受
け
な
い

H
の
抵
当
権
の
笑
行
に
も
と
づ
い
て

E
は
建
物
を
競
落
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
判
決
の
効
力
の
拡
張
の
点

で
は

E
を
H
の
承
継
人
で
も
あ
る
と
考
え
て
、

X
が
H
に
対
し
て

Y
の
賃
借
権
の
不
存
在
を
確
認
す
る
判
決
を
得
て
い
な
い
と
き
に
は
、

Y

(
印
〉

に
対
す
る

X
勝
訴
判
決
の
効
力
は

E
に
は
及
ば
な
い
も
の
と
解
す
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
裁
判
例
と
し
て
、
東
地
決
昭
和
四
七
年
一
月
二

(

日

)

五
日
判
タ
二
七
七
号
二
七
八
頁
が
あ
る
。
も
っ
と
も
建
物
抵
当
権
が

X
の
Y
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
判
決
の
基
準
時
後
に
設
定

さ
れ
た
場
合
に
は
、
抵
当
権
の
設
定
は
民
訴
法
二

O
一
条
一
項
の
承
継
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
抵
当
権
者
に
判
決
効
が
及
び
、
そ
れ

ゆ
え
、
抵
当
権
実
行
に
よ
っ
て
建
物
を
競
落
し
た
者
に
も
判
決
の
効
力
は
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

(
必
〉
判
決
の
基
準
時
前
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
競
売
が
基
準
時
後
に
設
定
さ
れ
た
後
順
位
の
抵
当
権
者
、
ま
た
は
一
般
債
権
者
の
申
立

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。

(
叩
〉
本
文
の
よ
う
に
解
し
て
も
、

Y
敗
訴
判
決
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抵
当
権
実
行
の
場
合
Y
に
敷
地
賃
借
権
な
し
と
評
価
さ
れ
、
建
物
は
材
木

の
値
段
で
し
か
競
落
さ
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
H
と
し
て
は
X
に
対
し
て
Y
の
賃
借
権
の
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
て
勝
訴
し
な
け
れ
ば
、

実
際
上
そ
の
地
位
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
争
え
な
い
。

(
引
む
こ
れ
は
、
所
有
権
に
も
と
づ
く
X
の
Y
に
対
す
る
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
に
つ
い
て
、

Y
が
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
約
し
た
訴
訟
上
の
和
解
が
成

立
し
、
そ
の
後
、
和
解
成
立
前
に
設
定
・
登
記
さ
れ
て
い
た
抵
当
権
の
実
行
に
よ
っ
て
建
物
を
競
落
し
た
者
に
対
し
て
承
継
執
行
文
の
付
与
が
求
め
ら
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れ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
書
記
官
の
申
立
却
下
に
対
し
て
な
さ
れ
た
呉
議
を
排
斥
し
た
が
、
そ
の
理
由
中
で
、
「
任
意
競
売
手
続
に
お
い
て

は
、
・
・
・
競
落
に
よ
り
承
継
す
る
不
動
産
所
有
権
の
状
態
は
、
・
・
・
最
先
順
位
の
抵
当
権
設
定
登
記
当
時
の
そ
れ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
後
者
の

権
利
状
態
が
和
解
の
効
力
を
う
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
に
よ
っ
て
、
当
該
競
落
に
よ
る
取
得
が
特
定
承
継
に
あ
た
る
か
否
か
を
判
断
す
べ
き
・

・
・
で
あ
る
」
、
「
競
落
人
は
、
建
物
所
有
者
と
し
て
土
地
所
有
者
の
建
物
収
去
土
地
明
渡
清
求
を
争
う
こ
と
の
で
き
る
地
位
を
、
建
物
所
有
者
た
る

和
解
当
事
者
か
ら
、
該
所
有
権
の
取
得
と
と
も
に
『
承
継
』
し
た
わ
け
で
あ
る
・
・
・
が
、
他
面
、
抵
当
権
者
が
、
抵
当
権
設
定
登
記
後
の
抵
当
物
件

上
の
負
担
の
設
定
や
処
分
等
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
和
解
に
よ
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
対
抗
を
受
け
な
い
と
い
う
地
位
を
も
『
承
継
』

し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
抵
当
権
者
の
こ
の
地
位
が
、
和
解
成
立
前
に
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
競
落
人
は
抵
当
物
件
に
対
す
る
和
解
の

『
効
力
』
の
承
継
を
明
白
に
否
定
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
右
競
落
取
得
は
特
定
承
継
に
あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
」
、
「
な
お
、

本
件
の
如
き
事
例
に
お
い
て
は
、
申
立
人
指
摘
の
如
く
、
土
地
所
有
権
者
は
、
建
物
収
去
土
地
明
渡
を
実
現
す
る
た
め
に
、
和
解
と
別
箇
に
、
競
落
人

に
対
し
て
、
そ
の
旨
の
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
更
に
付
言
す
れ
ば
競
落
前
に
お
い
て
は
、
抵
当
権
者
に
対
し
て
、
和
解
と
別
箇
に
建
物
所

有
者
の
土
地
賃
借
権
或
は
そ
の
他
の
土
地
使
用
権
原
の
不
存
在
確
認
の
訴
等
を
提
起
し
て
、
和
解
に
基
づ
く
執
行
に
支
障
な
き
ょ
う
図
る
こ
と
も
で
き

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
ケ
l
ス
で
は
訴
訟
よ
の
和
解
の
執
行
力
の
拡
張
の
有
無
が
争
わ
れ
て
い
る
が
、
判
決
効
の
拡
張
に

つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

判決効の承継人に対する鉱張

結

び

一
・
ニ
で
検
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
要
約
を
結
び
に
か
え
て
、

は
な
は
だ
不
十
分
な
本
稿
を
終
え
る
こ

と
と
し
た
い
。

建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
の
判
決
の
既
判
力
は
、
原
則
と
し
て
基
準
時
後
の
建
物
譲
受
人
・
賃
借
入
、
敷
地
譲
受
人
に
拡
張
さ
れ

る
。
た
だ
例
外
的
に
そ
れ
ら
の
者
が
取
引
上
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
を
尽
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
判
決
の
存
在
を
知
り
え
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
の
者
に
不
刺
に
は
拡
張
さ
れ
な
い
。
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容
判
決
の
執
行
力
は
基
準
時
後
の
建
物
譲
受
人
・
賃
借
入
、
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敷
地
譲
受
人
に
拡
張
さ
れ
る
(
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
権
を
表
示
す
る
債
務
名
義
が
裁
判
上
の
和
解
・
調
停
の
と
き
も
同
様
で
あ
る
)
。

建
物
抵
当
権
者
は
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
訴
訟
に
補
助
参
加
・
独
立
当
事
者
参
加
で
き
、
請
求
認
容
判
決
に
も
と
づ
く
強
制
執
行
に
対

し
て
は
第
三
者
異
議
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
。
建
物
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
後
に
建
物
所
有
者
に
対
し
て
建
物
収
去
土
地
明
渡
請
求
認
容

E合

判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
判
決
の
効
力
は
建
物
抵
当
権
の
実
行
に
よ
っ
て
建
物
所
有
権
を
得
た
競
落
人
に
は
及
ば
な
い
。

小
山
昇
先
生
に
は
北
大
赴
任
以
来
公
私
両
面
に
亙
っ
て
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の
暖
か
い
御
配
慮
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
拙
い
も
の
で
は
あ
る

が
、
こ
の
小
論
を
捧
げ
て
感
謝
の
一
端
を
表
わ
す
v

」
と
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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Hokkaido L. Rev. 

Eine Betrachtung uber die Urteilswirkung 

auf dem Rechtsnachfolger 

Susumu TAKAMI* 

In dieser Abhandlung ist der FaII behandelt， in dem der KIager 

die Entfernung eines Gebaudes vom Grundstuck gegen den BekIagte 

klagt und nach dem Zeitpunkt des Schlusses der letzten Tatsachen-

verhandlung des Prozesses ein Dritter das Gebaude oder das Grund-

stuck erwirbt oder mietet. 

Die Rechtskraft des UrteiIs wirkt fur und gegen den Dritten， 
es sei denn， das dem Dritten das Urteil bekannt oder nach Masgabe 

des BurgerIichen Rechts infolge grober Fahrlassigkeit unbekannt ist. 

Das VerurteiIungsurteiI ist voIIstreckbar fur und gegen den 

Erwerber (und den Mieter) des Gebaudes oder des Grundstacks. 

Wenn das Gebaude mit einer Hypothek belastet ist， gibt es 
andere Probleme. 

Der Hypothekar kann nicht nur dem Beklagte beitreten (Neben-

intervention)， sondern auch als selbstandige Partei dem Rechts-

streit treten. Er kann auch die Drittwiderspruchsklage gegen die 

ZwangsvoIIstreckung (Entfernung des Gebaudes) erheben， die auf 

Grund des VoIIstreckungstitels gegen den Eigentumer des Gebaudes 

erfolgt. Das Urteil wirkt nicht gegen den Ersteher des Gebaudes， 
solange die Hypothek vor dem Zeitpunkt des Schlusses der letzten 

Tatsachenverhandlung des Prozesses besteIIt war. 

* a.o. Professor an der Univ. Hokkaido 
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